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The Process of how the Concept and Practice of “Integration” were 
extended in Germany after World War II: Focusing on the History of 

































ツ知的障害育成会連盟レーベンスヒルフェ（Lebenshilfe für das geistig behinderte Kind, 1968 年に
Bundesvereinigung Lebenshilfe für geistig Behinderte e.V.に改称し，1996 年にBundesvereinigung 


















































































[1997]2006, Ellger-Rüttgardt 2008, Bleidick (Hrsg.) 1999）。国際的なインテグレーション教育の端






















　 教 育 学（Pädagogik）ないし特 殊 教 育 学（Sonderpädagogik）の主たるテキスト（e.g. Heese/ 
Wegener (Hrsg.) 1965, Heese/ Wegener (Hrsg.) 1966, Lesemann (Hrsg.) 1966, Hensle/ Vernooij 
[1979]2002, Solarová (Hrsg.) 1983, Mühl [1984]1994, Möckel [1988]2007, Harney/ Krüger (Hrsg.) 
[1997]2006, Ellger-Rüttgardt 2008）において，レーベンスヒルフェは必ず登場するが，概要紹介
程度である。知的障害児の学校教育権獲得の文脈でレーベンスヒルフェに触れているもの（e.g. 




（2003）が数行言及している（中村/ 荒川 2003: 78）。なお，やや例外的な先行研究として，先に














を”Die Lebenshilfe versteht sich als Selbsthilfevereinigung, Eltern-, Fach- und Trägerverband für 















































国内にある25 の特殊幼稚園に 370 名の子どもが通っており，このうち 16 の特殊幼稚園はレーベ




1960 年代前半，ドイツには約 100 の知的障害児のための学校施設があり，約 3000 名の子ども
が通い，そのうち 52 の施設がレーベンスヒルフェの手により運営されていた（BVLH GBK 1962-




表 1：レーベンスヒルフェ傘下の特殊幼稚園の推移（1962 年〜 1972 年 6 月1日）（原文ママ）
年 1962 年 1965 年 1968 年 12 月31日 1972 年 6 月1日
特殊幼稚園数 10 25 121 180
職員数 150 370 1900 3300





表 2：レーベンスヒルフェ傘下の特殊学校の推移（1962 年〜 1972 年 6 月1日）（原文ママ）
年 1962 年 1965 年 1968 年 12 月31日 1972 年 6 月1日
特殊学校数 50 100 347 650
職員数 1700 3000 14400 26000
（BVLH GB 2000: 8）
2.　保護作業所の拡充（1950 年代末-1960 年代）































　1965 年の時点で，ドイツ国内には知的障害者向けの作業所が 69 存在していた。この時期，
作業所は職業教育作業所や保護作業所などと呼ばれ，まだ完全に定まったものではなかった。69
の作業所のうち，41 がレーベンスヒルフェにより運営されていた。この 41 の作業所には約 2600
名の障害者が働いていた（BVLH GBK 1962-1965: 12）。
3)　1965 年〜 1968 年頃






















現は 1960 年代を通して広く周知されていき，1975 年，連邦社会扶助法第 47 条の統合支援令
（Eingliederungshilfeverordnung）第 2 条に採用されるに至った（s. Mühl [1984]1994）。
表 3：レーベンスヒルフェ傘下の保護作業所の推移（1962 年〜 1972 年 6 月1日）（原文ママ）
年 1962 年 1965 年 1968 年 12 月31日 1972 年 6 月1日
保護作業所数 17 69 181 250
職員数 500 2600 6000 12000






















スヒルフェ50 年史』（BVLH MGB 2008）に基づき，レーベンスヒルフェが自らの活動をどのように時
期区分していたかをごく簡略に概観する（Ⅲ.1.）。次に，ドイツの特殊教育界全体の動きを時系列
で確認するとともに，ドイツの特殊教育が抱える固有の歴史性について考察する（Ⅲ.2.）。
1.　レーベンスヒルフェ活動史の時期区分（1950 年代～ 2000 年代）

































































































































































1)　連邦社会扶助法（Bundessozialhilfegesetz）。1961 年 6 月 30 日制定，1962 年 6 月 1 日施行。2005 年 1 月より
社会法典第 12 編に引き継がれた。
2)　治療教育学の狭義化解釈については岡田（1993）が子細に解明している。
3)　「第 11 条　就学義務の免除。教育不可能児及び教育不可能青少年は就学義務を免除される（§11. Befreiung 
von der Schulpflicht. Bildungsunfähige Kinder und Jugendliche sind von der Schulpflicht befreit.）」http://
www.verfassungen.de/de/de33-45/schulpflicht38.htm/, 2009/11/29．
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